
芳賀台地の用水を利用した「畑地かんがい」と
「うね内部分施用技術」による生産コスト低減

キャベツ等露地野菜の安定生産と
生産コストや環境負荷を低減できる！

（独）農業･食品産業技術総合研究機構
中央農業総合研究センター

農林水産省 関東農政局

かん水による安定生産と、うね内
部分施用技術で肥料代が少なくな
り、コストが下がる。

しかも環境にやさしい。



かん水は野菜生産の要！

雨の多い年も干ばつの年もありますが、野菜
栽培で「かん水」は重要です。

平成23年度から、栃木県益子町の露地畑に

おいて、今後、栽培が期待される「キャベツ」に
ついて、生産コストと環境負荷を低減できる「う
ね内部分施用技術」を使い、「かん水区」、「無
かん水区」を設け、肥培体系の違いとかん水の
効果を調査しました。

【キャベツ定植直後のかん水】
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作物名：夏秋キャベツ

品種：恋風

使用肥料：化学肥料(かんらん202：12-10-12)、有機肥料（プロボカシ：3-3.7-1.7）

定植日：平成25年8月9日（金） かん水試験：8月9日、13日、16日、30日 計4回実施（各回、かん水量20mm)

※10a当たり､3,000～4,100個の収量を想定
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キャベツ平均重量（ｇ/個） 【H25 夏秋キャベツ経済性試算（10a換算）】

試験区名 無かん水区 かん水区

経営費（千円） 236 241

労働時間（ｈ） 74.74 82.74

売り上げ（千円） 478 509

所得（千円） 242 268

２定植後、４回のかん水でこんなに差がつきました。 10a当たり26,000円の差！



平成25年8月9日にキャベツを定植。その後、4回かん水しました。
約1ヶ月ほど高温・少雨が続きましたので、10月の収穫調査では、6試
験区のうち、かん水区と無かん水区で重量比で最大21％の差となりま
した。野菜の安定生産にはやはり「かん水」が必要です。

かん水による生育の差

生育･品質の確保もかん水から！

計画生産、
発芽・初期
生育の促進

計画的に播種や定植を行うことができ、
野菜の周年作付けが可能になります。

作物選択の
自由度向上

畑地かんがいのメリット！

1.4kg 2.7kg

H25.10.31(定植後84日)撮影

H25.9.6(定植後29日)撮影

無かん水区 かん水区

露地←→ハウスの転換が容易になり、
多様な作物生産が可能になります。
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かん水タイマーで、かん水日や時間の設定、コン

トロールバルブでバルブの自動開閉、流量の制
御、かん水ブロックのリレーかん水などが可能

かん水タイマー コントロールバルブ

多種・多様なかん水器具

かん水器具の性能は向上し、多種・多様に！
• スプリンクラーは、小型のマイクロスプリンクラーから、散水直径５０m以上のレインガンも
• かん水チューブは、点滴から飛び幅１０数メートルのものまで。巻き取り可能な点滴チューブも
• 自走式スプリンクラーは、散水自動停止機能付きで、簡単操作で作物に優しい散水が可能

スプリンクラー

ドリップチューブ

マイクロスプリンクラー

畑地かんがい技術のいろいろ

自走式スプリンクラー

かん水チューブ

露地型点滴施肥かんがい

点滴かん水方式により、施肥とかん水を同時に

行うもので、露地野菜の高品質安定生産と作業労
力の軽減及び施肥量の削減が可能となる畑地か
んがい技術

葉菜類

果菜類

露地

ハウス

水封マルチ

トンネル内などに水を封入した水封マルチを

設置し、太陽熱で水を温めて夜間の保温性を
高め、作期を早める。利用後はマルチを裂き、
かん水にも利用

土壌還元消毒

農薬を使わず、水と有機物（フスマ、米ヌカ等

など）と太陽熱だけで土壌を消毒する技術で、ハ
ウスでも露地でも可能

４



単位面積当たりの化成・有機肥料施用量を30％（条件によっては50％）
まで低減できます。
無駄に施用される肥料や農薬が少なくなり、余剰成分の降雨等による周
囲への流出が防止でき、環境への負荷を低減することができます。
移植前の作業工程を簡略化できるとともに、施用資材費が大幅に削減で
き、大規模葉菜類生産における生産コストの低減が可能となります。

うね内部分施用技術の特徴

キャベツ・はくさい等土地利用型の葉菜類生産において、うね中央部の作
物に効果がある範囲だけに肥料を土壌と混合して施用する技術です。

うね内部分施用機の特徴

肥料は肥料ホッパーから操出装置で送り出さ
れ、耕うん軸に取り付けた1組のディスクの間に
施用され、ディスク間の耕うん爪で土と攪拌され
たあと、成形板でうね立て・成形されます。
これにより、うね中央の定植位置の近辺に肥

料を土と混合して施用することができます。

※ 肥料混合域の幅は円盤間の距離により15～25cmに設定できます。

うね内部分施用技術について

肥料が混合されている部分

うね内部分施用法

１うね２条の場合

これまでの施用法
（全面全層施用法）

１うね１条の場合
野菜苗

うね

肥料混合域※
幅 20cm
深さ 20cm

定植位置高うね

肥料混合域※

定植位置

幅 20cm
深さ 20cm

平うね

成形板

耕うん爪ディスク

2枚のディスクで混合範囲を制限するのが特徴

５



うね内部分施用機

「うね内部分施用機」は、トラクタ装着型で、うね立て時にうねの中央部に
だけ肥料と農薬を同時に帯状に土壌と混合しながら施用する作業機です。
現在、４条用、３条用、２条用、平うね用の「うね内部分施用機」が市販され

ています。

肥料・農薬ホッパー

うね立て・成形機

トラクタ
3条用 2条用

全 長 (mm) 1,170 940

全 幅 (mm) 2,060 1,880

全 高 (mm) 1,610 1,530

重 量 (kg) 325 295

う ね 立 て 数 ３うね ２うね

対応うね幅 (cm) 55～65 57～65(75)

対応うね高さ(cm) 15～22  （無段階） 15～20  （無段階）

施肥部

ホッパー容量 50 リットル×２台 50 リットル×２台

繰り出し方式 ロール繰り出し方式 ロール繰り出し方式

散 布 量 30～200kg/10a 30～200kg/10a

施薬部

ホッパー容量 40 リットル 40 リットル

繰り出し方式 振動繰り出し方式 振動繰り出し方式

散 布 量 5～100kg/10a 5～100kg/10a

作業時間 （h/10a)
（作業速度1.6km/h時）

0.41 0.65

適応トラクタ 23～33 PS程度 17～27 PS程度

肥料・農薬ホッパー

うね立て・成形機

トラクタ

３条用うね内部分施用機

２条用うね内部分施用機

平うね成形機

トラクタ

肥料・農薬ホッパー

平うね内部分施用機

平うね用

全 長 (mm) 970

全 幅 (mm) 1,880

全 高 (mm) 1,530

重 量 (kg) 305

対応うね幅 (cm)
すそ幅 78～135
天幅 60～120

対応うね高さ(cm) 10,15,20,25,30

施肥部

ホッパー容量 50 リットル×２台

繰り出し方式 ロール繰り出し方式

散 布 量 30～200kg/10a

施薬部

ホッパー容量 40 リットル

繰り出し方式 振動繰り出し方式

散 布 量 5～100kg/10a

作業時間 （h/10a)
（作業速度1.6km/h時）

0.55

適応トラクタ 17～33 PS程度

55～65cm

15～22cm

44～54cm 11cm

57～65cm(65～75cm)

15～20cm

40～48cm
(52～59cm) 12～17cm

()内はワイド
仕様の場合

60～120cm

15,20,25,30cm

78～135cm ※井関農機（株）より
６
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肥料施用量を削減した場合の効果

本技術を用いて、肥料の施用量を30％（条件によっては50％まで）削減して
施用しても、初期生育が良好で、慣行の全面施用と同様に順調な生育を示
し、収量的にも、慣行の全面全層施用と同等の結球重が得られます。
比較的初期生育が遅れがちである寒冷地においても本技術により良好な

初期生育を確保でき、品質及び収量の安定化が期待できます。

肥料施用法の違いによる生育への影響

肥料施用量の違いによる収量への影響

作物名：夏秋キャベツ
品種：恋風
使用肥料：化成肥料(かんらん202：12-10-12)、有機肥料（プロボカシ：3-3.7-1.7）
定植日：平成25年8月9日（金）
かん水試験：8月9日、13日、16日、30日 計4回実施（各回、かん水量20mm)

７



技術導入によるコスト低減効果

本技術を導入することによって、施用資材費を化成肥料で5,000～10,000
円/10a程度低減できます。
機械購入費を３条用うね内部分施用機で約100万円と想定すると、化成

肥料のみを施用する場合は2～4ha、化成肥料と有機質肥料を混合して施
用する場合は1～2haの導入面積があれば、５年間で償却できます。

注１：肥料価格は2013年6月全国平均価格（農林水産省農村物価統計調査より）
注２：肥料施用量は18kgN/10aとして計算
注３：導入面積は、機械購入費を100万円として5年で償却するとして計算

化成肥料のみの場合

N15,P15,K15

化成肥料＋有機質肥料 混合の場合【例】
化成肥料(N12)＋有機質肥料(N 3)

価格 3,000/20kg 化成：2,500円/20kg 有機質：2,000円/20a

使用量

(/10a)

120kg/10a 化成：100kg/10a 有機質：200kg/10a

18,000円 化成：12,500円 有機質：20,000円

削減量

(/10a)

30% 50% 30% 50%

5,400円 9,000円 9,750円 16,250円

導入面積 3.7ha 2.2ha 2.1ha 1.3ha

○お問い合わせ先

農林水産省 関東農政局 農村計画部 資源課
住所：〒330-9722 埼玉県さいたま市中央区新都心２－１
電話： 048-740-0516 FAX：048-740-0082
関連ホームページ

http://www.maff.go.jp/kanto/nouson/shigen/lets_nougyou/index.html

独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構
中央農業総合研究センター 作業技術研究領域

住所：〒305-8666 茨城県つくば市観音台３－１－１
電話：029-838-8812 FAX：029-838-8538 
e-mail：myashiro@affrc.go.jp
関連ホームページ http://narc.naro.affrc.go.jp/


